











































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 44 号（2018 年 12 月 6日）
3Dプリンタ，情報技術（コンピュータ），制御
技術（ロボット技術を含む）と非常に幅広く，
限られた時間と施設設備，予算で上記のような
内容を生徒に教授している。
　次期学習指導要領の工業科の改定のポイント
を見ると，「もののインターネット化（IoT）
など技術の高度化への対応」
　「マイクロコンピュータの組込み技術など情
報技術の発展への対応」　などが，今後必要で
あるとされ，２の学習内容の改善・充実では，
（1） 技術の高度化への対応　として，「工業生
産の自動化システムの構成及び生産のネット
ワーク化に関する指導項目を位置付けるなど，
もののインターネット化（IoT）に関する学習
内容を充実。」とあり，また，（4） 情報技術の
発展への対応　では，「「プログラミング技術」
ではアルゴリズムとプログラム技法に関する指
導項目に再構成，「ハードウェア技術」ではマ
イクロコンピュータの組込み技術の内容を再構
成，「ソフトウェア技術」ではソフトウェアの
制作に関する指導項目の設定，「コンピュータ
システム技術」では IoTによる情報化を通じた
多様な分野をつなぐ動きへと発展するネット
ワーク技術に関する指導項目を取り入れるなど
学習内容を改善。」するとある。これを見る限り，
今後の技術革新を見据えて，情報技術や制御技
術を取り入れた授業展開の導入が重要となって
くる。今後とも生徒が製作して楽しく学べ，達
成感を味わえるような教材開発と授業展開例の
開発に取り組んでいきたいと考えている。
＜参考資料＞
・現行高等学校学習指導要領第３章第２節第１
款，第３款１（２），次期高等学校学習指導
要領解説「工業編」P ９～ 11　抜粋
・2017年度本論集41号「工業科におけるPIC
を用いたやさしい制御教材の開発」抜粋
